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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水流方向で幅寸法が変化し、その幅方向の一端側に偏って水が流れる台形状の水路に、
平面形状が矩形で水路幅方向に並べられる複数の矩形ライニング部材と、この矩形ライニ
ング部材の列の両端縁と水路の側面との間を埋める台形の平面形状を有する２つの台形ラ
イニング部材とからなり、一定の水流方向寸法で水路幅方向に延びる帯状のライニングブ
ロックを、水路の床面を覆うように水流方向に複数連続させて配置した水路のライニング
構造において、
　前記各ライニングブロックのうちの少なくとも一つで、水路幅方向の一端側の台形ライ
ニング部材と水路側面との間隙が、他端側の台形ライニング部材と水路側面との間隙より
も小さくなるように、両側の台形ライニング部材の幅方向寸法を設定し、他端側の台形ラ
イニング部材と水路側面との間隙が一端側よりも広くなるのを許容して、各ライニングブ
ロックの間で同一種類の台形ライニング部材を複数使用したことを特徴とする水路のライ
ニング構造。
【請求項２】
　前記水路が等脚台形状に形成されており、前記各ライニングブロックの複数の矩形ライ
ニング部材は水路幅方向中心に対して対称に配置されており、前記各ライニングブロック
のうちの少なくとも一つで、水路幅方向の一端側の台形ライニング部材として、他端側の
台形ライニング部材よりも幅方向寸法の大きいものが配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の水路のライニング構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取水ダムの排砂路等の水路を保護するためのライニング構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　取水ダムの排砂路等、山間部にある水路の路床をコンクリートで形成すると、その路床
の表面が水とともに流れてくる土砂の衝突にさらされ続けることによって摩耗し、路床の
寿命が周辺部材よりも極端に短くなってしまう。また、摩耗した路床の補修も容易ではな
い。このため、水路の新設時や更新時には、一般に、水路の床面を金属製の板状ライニン
グ部材で覆って水路を保護するライニング構造が敷設されている（例えば、特許文献１参
照。）。
【０００３】
　このライニング構造は、通常、複数の板状ライニング部材からなり、一定の水流方向寸
法で水路幅方向に延びる帯状ライニングブロックを、水流方向に複数連続させて配置して
いる。そして、その板状ライニング部材としては、鋳造によって製造され、裏面に固定の
ための脚部を設けられたものが用いられることが多い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２７８１３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記のようなライニング構造が敷設される水路には、ストレート部（水流方
向で幅寸法が一定の部分）のほかに、水流方向で幅寸法が一定割合で変化する台形部を有
するものがある。
【０００６】
　水路のストレート部のライニングブロックは、平面形状が矩形（正方形または長方形）
の同一種類のライニング部材を水路幅方向に並べた列の両側または片側に、この列を構成
する矩形ライニング部材と異なる幅寸法の矩形ライニング部材を配して、列の端縁と水路
の側面との間を埋めるようにしている。このとき、水路幅方向に並べられる矩形ライニン
グ部材およびライニングブロックの端に配される矩形ライニング部材は、それぞれライニ
ング構造全体で同じ種類のものを用い、製造コストを抑えるようにしている。
【０００７】
　一方、水路の台形部のライニングブロックは、矩形ライニング部材を水路幅方向に並べ
た列の両側に平面形状が台形のライニング部材を配して、矩形ライニング部材の列と水路
の側面との間を埋めるようにしている。その台形ライニング部材は、通常、ライニングブ
ロックごとに水路幅方向の同じ側に配されるものの幅方向寸法が一つひとつ異なっている
し、裏面には脚部が設けられているので、水路幅方向の両側で表裏を逆にして同一種類の
ものを使用することもできない。
【０００８】
　このため、台形部を有する水路にライニング構造を敷設する場合は、台形ライニング部
材を製造する際の鋳型の種類が多数必要となり、製造コストが非常に高くなるという問題
があった。
【０００９】
　そこで、本発明は、台形状水路のライニング構造において、台形ライニング部材の種類
を少なくして製造コストを削減することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記の課題を解決するために、本発明は、水流方向で幅寸法が変化し、その幅方向の一
端側に偏って水が流れる台形状の水路に、平面形状が矩形で水路幅方向に並べられる複数
の矩形ライニング部材と、この矩形ライニング部材の列の両端縁と水路の側面との間を埋
める台形の平面形状を有する２つの台形ライニング部材とからなり、一定の水流方向寸法
で水路幅方向に延びる帯状のライニングブロックを、水路の床面を覆うように水流方向に
複数連続させて配置した水路のライニング構造において、前記各ライニングブロックのう
ちの少なくとも一つで、水路幅方向の一端側の台形ライニング部材と水路側面との間隙が
、他端側の台形ライニング部材と水路側面との間隙よりも小さくなるように、両側の台形
ライニング部材の幅方向寸法を設定した構成を採用した。
【００１１】
　すなわち、本願の発明者は、台形状の水路が取水ダムの排砂路等として設けられること
が多く、その場合には一般に水路幅方向の一端側に偏って水が流れ、他端側の路床が一端
側よりも土砂の衝突による損傷が生じにくいことに着目し、各ライニングブロックのうち
の少なくとも一つで、他端側の台形ライニング部材と水路側面との間隙が一端側よりもあ
る程度広くなるのを許容することにより、各ライニングブロックの間で同一種類の台形ラ
イニング部材を複数使用することができ、台形ライニング部材の種類を少なくできるよう
にしたのである。
【００１２】
　ここで、前記水路が等脚台形状に形成されている場合は、前記各ライニングブロックの
複数の矩形ライニング部材を水路幅方向中心に対して対称に配置し、前記各ライニングブ
ロックのうちの少なくとも一つで、水路幅方向の一端側の台形ライニング部材として、他
端側の台形ライニング部材よりも幅方向寸法の大きいものを配置した構成とすることがで
きる。
【発明の効果】
【００１３】
　上述したように、本発明によれば、台形状水路のライニング構造を構成する台形ライニ
ング部材の種類を少なくできるので、台形ライニング部材製造時に必要となる鋳型の種類
を減らすことができ、ライニング構造全体の製造コストの削減が図れる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態のライニング構造を敷設した水路の模式的な平面図
【図２】図１のライニング構造を構成する台形ライニング部材の一例の斜視図
【図３】図１のライニング構造におけるライニング部材の配置の説明図
【図４】図２の要部の拡大図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面に基づき、本発明の実施形態を説明する。この実施形態のライニング構造は
図１に示す水路１に敷設される。この水路１は、河川や谷に設けられた取水ダムの堰堤２
の上流側に堆積した土砂を排砂ゲート３から下流側へ排出するための排砂路であり、排砂
ゲート３の上流側から下流側にかけて設けられている。排砂ゲート３および水路１は、堰
堤２の中心からずれた位置に設けられており（図１中のＡは堰堤２中心を通って水流方向
に延びる仮想線を示す）、排砂ゲート３から排出される土砂を含んだ水が、図１中に矢印
で示したように、堰堤２の中央側から外側（一端側）に向かって多く流れるようになって
いる。
【００１６】
　前記水路１は、堰堤２よりも上流側の部分および下流端の部分がそれぞれ一定の幅寸法
に形成されたストレート部１ａ、１ｂとなっており、この２つのストレート部１ａ、１ｂ
の間に、幅寸法が下流側ほど大きくなる等脚台形状の台形部１ｃが形成されている。そし
て、そのストレート部１ａ、１ｂに従来のライニング構造が敷設され、台形部１ｃに実施
形態のライニング構造が敷設される。各ライニング構造は、水路１の床面を板状の金属製
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ライニング部材で覆って水路１を保護するものである。
【００１７】
　図２は、実施形態のライニング構造で用いる台形ライニング部材４の一例を示す。この
台形ライニング部材４は、平面形状が台形の板状本体部４ａの裏面に４本の脚部４ｂを有
しており、その脚部４ｂを水路１の床面上に打設されるコンクリート（図示省略）で固定
されるようになっている。また、図示は省略するが、他のライニング部材（水路１のスト
レート部１ａ、１ｂに用いられるものを含む）も、この台形ライニング部材４と同じく板
状の本体部の裏面に固定用の脚部を有するものであり、配置される部位によって本体部の
平面形状や脚部の本数が異なっている。各ライニング部材はいずれも鋳造によって製造さ
れる。
【００１８】
　図３は、前記水路１のライニング構造におけるライニング部材の配置を説明するもので
ある。この図３では、説明上、ライニング部材の本体部の平面形状や寸法による種類の違
いを表す番号を各ライニング部材に付けている。番号の付いていないライニング部材は、
それを水路１幅方向で挟むライニング部材と同じ種類のものであることを表している。
【００１９】
　この水路１のライニング構造は、水路１のストレート部１ａ、１ｂと台形部１ｃのいず
れにおいても、複数のライニング部材からなり、一定の水流方向寸法で水路１の幅方向に
延びる帯状ライニングブロックを、水流方向に複数連続させて配置している。なお、水流
方向で隣接するライニングブロックどうしの間では、ライニング部材の水路１幅方向の配
置を変えて、各ライニング部材のコーナー部が３つ以上１箇所に集まらないようにしてい
る。ライニング部材はコーナー部が最も損傷しやすく、そのコーナー部が集まるとさらに
損傷しやすくなって、ライニング構造全体の寿命が短くなるからである。
【００２０】
　水路１の上流側のストレート部１ａに敷設されるライニング構造は、台形部１ｃとの接
続部分を除く各ライニングブロックで、平面形状が正方形の同一種類のライニング部材（
番号１）を水路１幅方向に並べた列の片側に、この列を構成する番号１のライニング部材
と異なる幅寸法の長方形ライニング部材（番号４）を配して、列の端縁と水路上流側スト
レート部１ａの側面との間を埋めるようにしている。台形部１ｃとの接続部分のライニン
グブロックでは、番号１のライニング部材に代えて番号５の長方形ライニング部材を、番
号４のライニング部材に代えて番号６の長方形ライニング部材をそれぞれ用いている。
【００２１】
　また、水路１の下流端のストレート部１ｂに敷設されるライニング構造は、台形部１ｃ
との接続部分を除く各ライニングブロックで、上流側ストレート部１ａと同じ正方形ライ
ニング部材（番号１）を水路１幅方向に並べ、この列の両側に番号２または３の長方形ラ
イニング部材を配して、列の端縁と水路下流側ストレート部１ｂの側面との間を埋めるよ
うにしている。台形部１ｃとの接続部分のライニングブロックでは、番号１７の長方形ラ
イニング部材のみを水路１幅方向に並べている。ここで、各ライニング部材（番号１、２
、３、１７）は、いずれのライニングブロックでも水路１幅方向の中心線Ｂに対して対称
に配置され、施工時の位置決めが容易に行えるようになっている。
【００２２】
　そして、水路１の台形部１ｃに敷設される実施形態のライニング構造は、水路下流側ス
トレート部１ｂとの接続部分を除く各ライニングブロックで、各ストレート部１ａ、１ｂ
で用いたのと同じ番号１の正方形ライニング部材（一部で番号４の長方形ライニング部材
を含む）を水路１幅方向に並べ、この列の両側に台形ライニング部材（番号７～１３）を
配して、列の端縁と水路台形部１ｃの側面との間を埋めるようにしている。水路下流側ス
トレート部１ｂとの接続部分のライニングブロックでは、番号１のライニング部材に代え
て番号１５、１６の長方形ライニング部材を用い、一端側に番号１４の台形ライニング部
材を、他端側に番号１８の台形ライニング部材をそれぞれ配している。ここで、各ライニ
ングブロックの矩形ライニング部材（番号１、４、１５）はいずれも水路１幅方向の中心
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線Ｂに対して対称に配置され、施工時の位置決めが容易に行えるようになっている。
【００２３】
　各台形ライニング部材（番号７～１４、１８）は、台形板状の本体部が、その底辺を水
路１幅方向に向けたときに一方の脚が対向する水路台形部１ｃの側面と平行となり、他方
の脚が底辺と直交するように形成されている。
【００２４】
　ここで、水路１の台形部１ｃの最も上流側（１番目）のライニングブロックでは、左右
が入れ替わった以外は同一形状の台形ライニング部材（番号７、９）を両端に配すること
により、各台形ライニング部材の一方の脚とこれに対向する水路台形部１ｃの側面との間
隙が同じになるようにしている（実際には、設置時の取付誤差が数ｍｍ程度生じる）。同
様に、上流側から２番目のライニングブロックでも、左右が入れ替わった以外は同一形状
の台形ライニング部材（番号８、１０）を両端に配している。
【００２５】
　一方、上流側から３番目のライニングブロックでは、互いに幅方向寸法の異なる台形ラ
イニング部材（番号８、１１）を両端に配している。すなわち、ライニングブロックの他
端側に、２番目のライニングブロックで用いられたのと同一種類の台形ライニング部材（
番号８）を配し、一端側には番号８のものよりも幅方向寸法が大きい台形ライニング部材
（番号１１）を配している。番号１１の台形ライニング部材は、水路台形部１ｃの側面と
の間隙を１、２番目のライニングブロックと同じにする幅方向寸法に形成されている。
【００２６】
　上記３番目のライニングブロックと同様に、４番目および５番目のライニングブロック
でも、他端側に１番目または２番目のライニングブロックで用いられたのと同一種類の台
形ライニング部材（番号７、８）を配し、一端側には他端側のものよりも幅方向寸法が大
きい台形ライニング部材（番号１２、１３）を配している。番号１２、１３の台形ライニ
ング部材は、水路台形部１ｃの側面との間隙を１、２番目のライニングブロックと同じに
する幅方向寸法に形成されている。
【００２７】
　上述したように、３～５番目のライニングブロックでは、他端側の台形ライニング部材
の幅方向寸法が一端側のものよりも小さいので、図４に示すように、他端側の水路台形部
１ｃの側面との間隙が１、２番目のライニングブロックよりも若干（実際には７ｍｍ程度
）広くなっている。
【００２８】
　そして、最下流側（６番目）のライニングブロックでは、水流方向寸法が他のライニン
グブロックと異なり、他のライニングブロックで用いたのと同一種類のライニング部材を
使用できないため、水路１幅方向の両側で水路台形部１ｃの側面との間隙が１、２番目の
ライニングブロックと同じなるように各ライニング部材（番号１４～１６、１８）を配し
ている。
【００２９】
　この実施形態のライニング構造は、上記の構成であり、水路１の台形部１ｃの上流側か
ら３～５番目のライニングブロックで、他端側の台形ライニング部材と水路台形部１ｃ側
面との間隙が一端側よりもある程度広くなるのを許容して、他端側に１番目または２番目
のライニングブロックで用いられたのと同一種類の台形ライニング部材を配するようにし
たので、他端側に水路台形部１ｃ側面との間隙を一端側と同じにする台形ライニング部材
を配する場合に比べて、使用する台形ライニング部材の種類を少なくでき、その分だけ製
造コストを削減することができる。
【００３０】
　そして、水路１の幅方向の一端側では、土砂を含んだ水が他端側よりも多く流れてくる
が、各ライニングブロックの台形ライニング部材と水路台形部１ｃ側面との間隙を従来と
同程度に小さく設定して、台形ライニング部材の想定外の損傷や寿命の短縮を防止できる
一方、他端側では、３～５番目のライニングブロックの台形ライニング部材と水路台形部
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１ｃ側面との間隙が一端側よりも大きいものの、流れてくる水に含まれる土砂の衝突によ
る衝撃が小さいため、台形ライニング部材に想定外の損傷が起きたり寿命が短くなったり
するおそれの少ないものとなっている。
【００３１】
　なお、上述した実施形態では下流側ほど幅が広くなる等脚台形状の水路のライニング構
造に本発明を適用した例を説明したが、水路の形状は下流側ほど幅が狭くなる台形形状で
もよく、またその台形形状は必ずしも等脚でなくてもよい。また、ライニング構造を構成
する各ライニング部材は、実施形態のような脚部を持たず、取付や製造上の事情から表裏
で形状が異なっているものや、表裏が強度（土砂の衝突にさらされる表面側が裏面側より
も高強度）によって決まっているものでもよい。
【００３２】
　さらに、本発明は、実施形態のようなダムの堰堤の排砂ゲートの下流側に設けられた台
形状水路だけでなく、排砂ゲートの上流側に設けられた台形状水路はもちろん、ダム以外
の場所に設けられたものも含めて、幅方向の一端側に偏って水が流れる台形状水路のライ
ニング構造に広く適用することができる。
【符号の説明】
【００３３】
１　水路
１ａ、１ｂ　ストレート部
１ｃ　台形部
２　堰堤
３　排砂ゲート
４　台形ライニング部材
４ａ　本体部
４ｂ　脚部
【図１】

【図２】

【図３】
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